

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































井伯彦之墓」, 「向井元雄之墓」, 「純良貞俊之墓」, 「向
井元進之墓」及び「晋軒向井元隆之墓」
だ
か
ら
墓
は
な
い
。
⑭
「
向
井
元
進
之
墓
」
(
図
-
)
は
元
桂
の
三
男
元
之
進
の
も
の
。
『
過
去
簿
』
元
文
三
年
(
一
七
三
八
)
の
候
に
「
向
井
直
恭
八
月
十
日
向
井
元
之
進
事
」
と
出
る
。
「
向
井
氏
系
譜
」
に
は
「
源
之
、
幼
名
熊
之
助
、
後
改
左
近
又
元
真
、
享
保
年
中
仕
一
候
右
大
臣
殿
、
錐
欲
任
諸
大
夫
固
辞
蹄
家
、
撃
撃
、
受
父
業
、
元
文
二
丁
巳
年
八
月
十
日
病
卒
、
行
年
三
十
八
歳
、
墓
所
在
真
京
都
向
井
家
墓
碑
考
-
文
人
向
井
元
升
の
家
系
-
如
堂
」
と
記
す
。
次
は
元
桂
の
四
男
元
仲
(
兼
般
ま
た
斎
宮
と
も
称
し
た
)
で
あ
る
が
、
こ
の
人
は
長
崎
聖
堂
四
代
祭
酒
向
井
文
平
の
養
子
に
迎
え
ら
れ
て
来
崎
し
、
五
代
祭
酒
と
な
っ
た
。
元
仲
は
寛
政
元
年
(
一
七
八
九
)
七
月
十
二
日
没
で
享
年
七
十
七
歳
。
は
じ
め
春
徳
寺
に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
が
、
の
ち
に
禅
林
寺
に
改
葬
さ
れ
、
妻
山
本
氏
節
と
同
じ
墓
に
眠
っ
て
い
る
。
「
顕
考
向
井
元
仲
公
墓
/
顕
批
山
本
節
女
君
之
墓
」
と
並
記
し
、
左
側
面
に
「
姓
藤
原
、
氏
向
井
、
諒
兼
般
、
字
存
省
、
競
銭
塘
、
誼
安
芳
子
忠
粛
」
、
右
側
面
に
「
正
徳
二
年
壬
辰
十
月
二
十
六
日
生
於
洛
陽
、
寛
政
元
年
己
酉
七
月
十
有
二
日
卒
、
葬
干
樫
馬
場
春
徳
寺
後
山
、
享
年
七
十
七
歳
、
男
良
翰
奉
把
」
と
あ
る
。
裏
面
に
は
妻
の
記
事
を
記
す
。
「
姓
平
氏
山
本
、
諒
節
、
通
議
大
夫
丹
波
守
娘
、
正
徳
四
甲
午
歳
八
月
二
十
九
日
生
於
洛
陽
、
天
明
六
丙
午
歳
三
月
二
十
七
日
逝
、
享
年
七
十
三
歳
、
認
芳
貞
院
、
男
良
翰
敬
立
」
と
。
こ
の
元
仲
夫
妻
は
と
も
に
京
都
の
人
で
あ
っ
た
が
、
長
崎
に
お
い
て
生
涯
を
過
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。元
桂
の
五
男
は
元
通
で
あ
る
。
『
過
去
簿
』
の
天
明
八
年
(
一
七
八
八
)
の
候
に
「
英
徳
元
雄
居
士
十
月
朔
日
向
井
平
治
郎
事
」
と
出
る
人
物
で
あ
る
。
こ
れ
は
渡
辺
庫
輔
氏
が
紹
介
す
る
「
真
如
堂
覚
囲
院
墳
墓
向
井
氏
祖
先
(
注
8
)
之
法
名
書
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
「
英
徳
元
雄
居
士
、
天
明
八
戊
申
年
十
月
朔
日
、
碑
未
建
、
俗
柄
向
井
平
四
郎
、
右
ハ
元
通
事
也
、
藤
堂
家
御
家
来
二
成
ル
」
と
。
こ
の
人
の
墓
碑
は
つ
い
に
建
て
ら
れ
な
か
っ
七
若
木
太
一
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
元
通
の
息
子
の
碑
が
②
「
向
井
定
之
丞
之
墓
」
(
図
-
)
で
あ
る
。
墓
碑
の
右
側
面
に
「
宝
暦
丙
子
歳
五
月
廿
六
日
」
と
あ
る
。
『
過
去
簿
』
に
照
合
す
る
と
、
宝
暦
六
年
(
一
七
五
六
)
の
候
に
「
蓮
室
貞
教
信
士
五
月
廿
六
日
向
井
元
通
子
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
定
之
丞
は
若
-
し
て
亡
-
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
⑬
「
純
良
貞
俊
之
墓
」
(
図
-
)
は
『
過
去
簿
』
の
享
保
三
年
(
一
七
一
八
)
の
候
に
「
純
良
貞
俊
大
姉
十
月
廿
六
日
向
井
氏
」
と
出
る
の
み
で
素
姓
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
お
そ
ら
-
は
⑮
晋
軒
元
隆
の
妻
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
後
考
に
ま
ち
た
い
。
さ
て
、
系
譜
に
し
た
が
っ
て
見
て
い
-
と
、
元
端
の
妹
「
春
」
は
慶
安
三
午
(
一
六
五
〇
)
に
長
崎
で
生
れ
た
が
、
慶
安
五
年
九
月
二
十
八
日
に
早
世
。
暗
台
寺
に
葬
ら
れ
た
。
同
寺
『
過
去
帳
』
に
「
後
興
善
町
向
井
玄
松
娘
影
雨
童
女
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
次
の
③
「
元
淵
」
(
図
5
)
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
-
去
来
の
墓
で
あ
る
。
し
か
し
一
見
し
て
他
の
墓
碑
と
異
質
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
元
の
墓
碑
は
す
で
に
失
な
わ
れ
て
、
そ
の
代
り
に
五
輪
の
こ
の
墓
碑
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
。
去
来
の
一
周
忌
の
宝
永
二
年
(
一
七
〇
五
)
に
追
悼
集
『
誰
身
の
秋
』
(
久
米
元
察
・
吾
中
共
編
)
が
出
版
さ
れ
た
が
、
馬
才
人
書
の
「
落
柿
先
生
墓
誌
」
に
は
形
は
馬
鷲
封
で
、
碑
石
に
は
「
向
井
元
淵
之
墓
」
と
彫
り
込
ん
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
天
保
頃
の
様
子
を
記
し
た
三
浦
若
海
の
『
蕉
門
二
哲
考
』
Iノ
に
は
「
右
墓
碑
十
七
基
存
在
」
と
記
し
て
お
り
、
そ
の
時
代
の
数
に
-
ら
べ
て
も
す
で
に
失
な
わ
れ
た
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
元
淵
の
妹
佐
世
は
、
宇
野
久
兵
衛
に
嫁
い
だ
(
「
落
柿
舎
去
来
先
生
(
注
9
)
事
実
」
)
。
三
男
の
元
成
は
長
崎
に
下
り
、
南
部
軍
寿
の
後
を
承
け
て
長
崎
聖
堂
の
三
代
目
祭
酒
、
及
び
書
物
改
役
を
も
兼
ね
た
人
物
。
享
保
十
二
年
(
1
七
二
七
)
二
月
九
日
没
。
七
十
一
歳
。
生
涯
独
身
で
、
内
山
弥
右
衛
門
の
息
子
で
文
平
(
元
欽
)
を
養
子
と
し
た
.
し
か
し
文
平
は
享
保
十
一
年
の
冬
に
大
病
を
煩
い
、
急
ぎ
京
都
向
井
家
の
元
桂
の
四
男
元
仲
(
兼
般
)
を
養
子
に
迎
え
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
文
平
は
享
保
十
二
年
一
月
一
日
に
没
し
、
春
徳
寺
後
山
に
葬
ら
れ
た
。
享
年
十
八
歳
で
あ
っ
た
。
四
男
の
利
文
は
、
母
の
弟
で
叔
父
久
米
七
郎
左
衛
門
利
延
の
養
子
と
な
り
長
崎
浜
町
に
住
ん
だ
。
字
を
道
敬
、
号
を
智
鳶
子
と
い
い
、
後
に
高
木
氏
を
名
乗
る
(
「
落
柿
舎
去
来
先
生
事
実
」
)
。
利
文
は
兄
元
成
と
同
じ
-
享
保
十
二
午
(
一
七
二
七
)
十
月
四
日
没
。
享
年
七
十
歳
。
「
本
蓮
寺
過
去
帳
」
の
同
年
の
候
に
「
十
月
四
日
/
智
鳶
子
暁
義
道
敬
居
士
伊
勢
町
道
敬
七
拾
才
寺
内
へ
土
葬
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
利
文
は
、
息
子
英
彦
と
英
俊
兄
弟
の
実
父
で
あ
る
。
⑨
「
久
米
英
彦
之
墓
」
(
図
-
)
に
は
、
裏
面
に
「
秀
蘭
子
、
姓
藤
原
、
氏
久
米
、
名
八
之
丞
、
字
英
彦
、
久
米
利
文
之
長
子
也
、
延
賛
巳
未
七
月
十
有
三
日
生
干
肥
前
州
長
崎
邑
、
享
年
六
歳
、
貞
享
甲
子
五
月
二
十
有
八
日
病
卒
、
洛
陽
旅
館
越
明
日
葬
洛
東
鈴
聾
山
」
と
あ
る
。
覚
園
院
『
過
去
簿
』
の
貞
享
元
年
(
l
六
八
四
)
の
候
に
「
秀
蘭
子
英
彦
五
月
廿
八
日
向
井
八
之
丞
事
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
-
京
都
向
井
家
で
預
っ
て
育
て
て
い
た
折
に
病
死
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
⑩
「
久
米
英
俊
之
墓
」
(
図
-
)
は
右
の
英
彦
の
弟
守
寿
の
も
の
で
あ
る
。
墓
碑
の
裏
面
に
「
希
賢
子
姓
藤
原
、
氏
久
米
、
名
守
毒
、
字
英
俊
、
競
式
右
衛
門
、
久
米
英
彦
之
弟
也
、
天
和
三
年
糞
亥
正
月
二
十
日
生
子
肥
陽
長
崎
、
享
年
十
有
六
歳
、
元
禄
十
一
年
戊
寅
二
月
初
七
日
病
卒
干
洛
越
初
九
日
洛
東
鈴
登
山
」
と
記
す
。
『
過
去
簿
』
の
元
禄
十
1
年
(
l
六
九
八
)
の
候
に
「
希
賢
子
英
俊
二
月
七
日
向
井
氏
」
と
出
て
い
る
。
伯
父
で
あ
る
元
淵
す
な
わ
ち
去
来
が
、
元
禄
十
一
年
七
月
十
一
日
、
英
俊
の
遺
髪
も
し
-
は
遺
骨
を(図7 ) 「久米英俊之墓」裏面
故
郷
長
崎
の
父
母
の
も
と
へ
届
け
て
い
る
。
去
来
の
こ
の
時
の
旅
に
つ
い
て
は
『
渡
鳥
集
』
(
那
七
・
去
来
編
、
宝
永
元
年
刊
)
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
英
俊
の
墓
碑
は
長
崎
田
上
の
千
歳
事
に
も
建
て
ら
れ
た
。
千
歳
亭
は
祖
母
田
上
尼
(
利
文
の
養
母
で
、
久
米
七
郎
左
衛
門
利
延
の
妻
。
蓑
田
氏
勝
と
い
う
)
(図8 )田上の千歳序跡(徳寺寺境内)に建てられた「希
賢子英俊居士」の墓碑。その右は去来句碑(平成
2年建立)
京
都
向
井
家
墓
碑
考
-
文
人
向
井
元
升
の
家
系
-
の
別
業
で
、
田
上
の
徳
三
寺
(
長
崎
市
田
上
町
一
五
五
)
が
そ
の
古
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
英
俊
の
墓
碑
は
七
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
正
方
形
の
も
の
で
、
同
年
十
一
月
七
日
に
建
立
さ
れ
た
。
も
と
は
徳
三
寺
後
山
に
あ
っ
た
が
、
現
在
は
下
の
境
内
に
移
さ
れ
て
い
る
。
写
真
(
図
-
)
の
よ
う
に
、
小
さ
な
地
蔵
が
上
に
重
ね
ら
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
、
碑
に
は
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
「
元
禄
十
一
戊
寅
年
/
喪
為
/
希
賢
子
英
俊
居
士
/
建
之
/
十
一
月
初
七
日
」
九
若
木
太
一
こ
の
英
彦
、
英
俊
の
兄
弟
は
向
井
家
で
養
育
さ
れ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
お
そ
ら
-
嫡
男
を
も
た
な
か
っ
た
元
端
が
跡
継
ぎ
の
養
子
と
し
て
育
て
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
京
都
の
気
候
が
あ
わ
な
か
っ
た
の
か
病
弱
で
あ
っ
た
の
か
、
若
-
し
て
亡
-
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
は
果
さ
れ
な
い
ま
ま
に
終
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
元
禄
十
二
年
に
元
端
が
娘
「
文
室
向
井
氏
」
に
女
婿
と
し
て
元
桂
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
英
俊
が
亡
く
な
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
-
去
来
は
こ
の
旅
中
、
田
上
尼
の
求
め
に
応
じ
て
「
千
歳
亭
記
」
を
書
き
残
し
て
い
る
。
(
前
略
)
彼
に
つ
け
是
に
め
で
～
こ
そ
住
家
の
名
も
付
ら
れ
侍
る
べ
き
を
、
た
ゞ
千
歳
の
事
と
い
へ
る
事
は
、
ち
よ
も
と
い
の
る
そ
の
子
の
た
め
に
、
人
は
か
-
は
呼
な
る
べ
し
。
ぬ
し
の
尼
の
も
と
め
な
れ
ば
、
見
る
事
き
-
事
書
つ
ら
ね
て
、
暫
-
此
に
旅
寝
し
侍
る
も
、
猶
千
歳
の
秋
や
ち
ぎ
り
置
け
ん
と
、
後
に
は
お
も
ひ
出
ら
る
ゝ
物
な
ら
ん
か
し
。
内
畑
や
千
年
の
秋
の
た
ね
な
す
び
嵯
峨
旅
人
去
来
記
o
(
注
1
0
)
は
別
稿
に
詳
細
は
記
し
て
い
る
の
で
省
略
す
る
。
⑤
「
保
毒
院
法
眼
元
棟
」
(
図
-
)
の
墓
は
、
難
波
氏
に
よ
れ
ば
元
端
・
元
(
注
1
1
)
淵
ら
の
末
弟
兼
之
の
も
の
だ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
発
園
院
『
過
去
簿
』
で
は
天
和
二
年
の
項
に
「
向
井
順
節
七
月
廿
日
元
升
四
男
ナ
リ
向
井
信
篤
子
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
少
な
-
と
も
利
文
や
千
代
(
利
文
は
兼
之
の
兄
で
長
崎
の
久
米
家
へ
養
子
に
入
っ
た
。
千
代
は
兼
之
の
姉
で
俳
号
千
子
。
清
水
氏
に
嫁
し
、
元
禄
元
年
五
月
十
五
日
没
)
の
弟
で
あ
る
か
ら
没
年
時
に
は
二
十
歳
前
後
と
す
れ
ば
、
長
兄
元
端
も
健
在
で
霊
元
院
か
ら
典
薬
と
し
て
益
毒
院
と
法
印
号
を
勅
許
さ
れ
た
の
が
元
禄
十
四
年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
時
に
法
眼
に
叙
せ
ら
れ
て
い
た
と
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
。
こ
の
「
元
棟
之
墓
」
は
兼
之
の
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ま
こ
の
人
物
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
な
の
で
後
考
に
ま
ち
た
い
。
四
向
井
元
升
の
墓
碑
銘
こ
の
文
章
に
は
ひ
と
り
去
来
の
感
傷
と
い
う
だ
け
で
は
な
-
、
実
父
利
文
と
祖
母
田
上
尼
ら
長
崎
の
久
米
家
の
人
々
の
深
い
悲
し
み
と
、
元
端
ら
京
都
向
井
家
の
残
念
な
思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
こ
の
向
井
家
墓
地
の
祖
考
と
も
い
う
べ
き
元
升
の
墓
碑
に
つ
い
て
記
し
て
お
き
た
い
。
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
真
如
堂
が
寺
町
今
出
川
か
ら
現
在
の
地
に
遷
さ
れ
た
の
は
元
禄
五
年
冬
か
ら
翌
六
年
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
に
元
升
の
墓
は
改
葬
さ
れ
た
。
嫡
男
元
端
は
長
崎
の
向
井
家
と
も
相
談
を
重
ね
、
そ
の
墓
碑
建
立
に
際
し
碑
文
の
撰
述
を
最
初
は
柳
川
藩
の
儒
者
安
東
省
庵
(
一
六
二
二
-
一
七
〇
一
)
に
依
頼
し
た
。
そ
れ
は
元
禄
三
年
(
一
六
九
〇
)
冬
の
こ
と
で
、
省
庵
は
こ
の
時
六
十
九
歳
。
省
庵
は
二
十
代
半
の
正
保
年
間
か
ら
た
び
た
び
長
崎
を
訪
れ
て
い
る
。
ま
た
、
元
升
が
京
都
へ
出
た
後
も
上
京
し
て
は
元
升
を
尋
ね
て
い
る
。
そ
う
し
た
間
柄
を
知
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
省
庵
は
い
っ
た
ん
引
き
受
け
た
も
の
の
な
か
な
か
書
け
ず
、
つ
い
に
こ
れ
を
断
っ
た
。
そ
の
時
の
詑
び
状
が
『
省
庵
先
生
遺
集
』
(
元
禄
十
六
年
刊
、
十
一
巻
)
巻
五
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
「
与
コ
向
井
元
成
ご
に
よ
れ
ば
、
元
成
は
冬
の
寒
さ
の
中
を
省
庵
の
も
と
へ
訪
れ
、
碑
文
の
撰
述
を
依
頼
し
た
。
「
京
都
に
お
い
て
相
知
り
、
往
復
談
論
、
心
に
逆
ふ
こ
と
美
し
。
故
に
辞
す
事
を
獲
ず
思
を
構
ず
る
こ
と
数
日
、
弧
を
操
り
て
紙
を
展
れ
ば
句
を
成
さ
ず
章
を
成
さ
ず
、
命
に
方
ふ
の
罪
伏
し
て
乞
ふ
」
(
原
漢
文
)
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
答
二
向
井
元
端
二
に
も
同
趣
旨
の
詑
び
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
翌
年
春
頃
の
こ
と
ら
し
く
、
令
弟
(
元
成
)
が
わ
ざ
わ
ざ
寒
中
に
訪
れ
た
の
で
引
き
受
け
た
が
、
文
章
が
成
ら
ず
に
申
し
訳
な
い
と
い
う
丁
寧
な
手
紙
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
黒
田
藩
儒
者
貝
原
益
軒
(
l
六
三
〇
-
一
七
一
四
)
に
碑
文
を
依
頼
し
た
。
益
軒
は
若
い
頃
か
ら
た
び
た
び
長
崎
を
訪
れ
、
ま
た
元
升
上
京
後
は
い
っ
そ
う
親
交
が
深
ま
っ
た
。
ま
た
、
元
端
・
元
成
ら
息
子
た
ち
と
の
交
流
も
知
ら
れ
る
。
益
軒
の
撰
文
が
成
っ
た
の
は
元
禄
七
年
(
一
六
九
四
)
夏
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
向
井
氏
霊
蘭
先
生
碑
銘
井
序
」
は
千
二
百
字
ほ
ど
の
長
文
で
、
元
升
の
事
跡
及
び
家
系
を
伝
え
て
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
益
軒
の
京
都
向
井
家
墓
碑
考
-
文
人
向
井
元
升
の
家
系
I
『
自
娯
集
』
(
正
徳
四
年
刊
)
巻
七
に
も
所
収
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
長
崎
聖
(
注
1
2
)
堂
の
元
成
の
も
と
に
も
そ
の
撰
文
が
送
ら
れ
て
来
て
い
る
(
図
-
)
。
次
に
「
向
井
以
順
甫
之
墓
」
(
図
川
・
‖
)
の
墓
碑
銘
(
右
側
面
か
ら
裏
面
、
左
側
面
へ
と
刻
ま
れ
て
い
る
)
を
記
し
て
本
稿
を
ひ
と
ま
ず
終
え
た
い
。
向
井
氏
憂
蘭
先
生
碑
銘
井
序
先
生
姓
藤
原
、
氏
向
井
、
名
元
升
、
字
以
順
、
慶
長
十
四
年
二
月
二
日
、
生
干
肥
前
州
神
崎
郡
酒
村
、
其
先
伊
濠
守
京
幾
人
也
、
後
醍
醐
帝
(
マ
マ
)
時
、
従
子
征
西
将
軍
良
懐
王
往
肥
後
、
其
子
孫
留
居
干
菊
池
郡
、
至
今
其
邑
稲
向
井
、
其
喬
孫
某
、
至
菊
池
氏
之
亡
時
、
遷
居
於
肥
前
州
神
崎
郡
、
領
数
邑
而
為
城
主
、
為
郡
中
之
豪
士
、
是
為
先
生
之
高
祖
、
其
子(図9 ) 「霊蘭先生碑銘」(長崎市立博物館蔵)
(図11) 「向井以順甫之墓」(裏面)
左
近
、
後
競
高
囲
、
為
龍
造
寺
氏
陥
城
、
流
落
居
干
神
崎
郡
酒
村
、
其
家
富
姫
、
奴
稗
百
徐
口
、
高
園
子
日
四
郎
兵
衛
、
後
視
髪
稗
費
保
、
覚
保
之
子
又
競
左
近
、
名
兼
義
、
衰
年
競
高
南
、
是
先
生
之
考
也
、
高
甫
聖
三
根
郡
千
粟
八
幡
嗣
宮
中
左
馬
之
女
、
是
為
先
生
之
批
、
生
三
男
一
一
二
女
、
長
子
嘉
兵
衛
、
次
先
生
、
次
日
久
次
郎
、
次
女
子
、
高
甫
有
病
、
避
酒
村
、
障
子
高
来
郡
長
崎
、
先
生
二
十
二
歳
、
始
謹
書
、
昨
夕
不
健
、
遂
為
馨
、
従
俗
尚
薙
髪
、
種
名
玄
松
、
字
素
相
、
此
時
長
崎
、
無
師
友
之
可
従
、
猫
撃
刻
苦
、
日
夜
精
研
、
故
某
所
進
日
超
詣
、
闇
郷
撃
者
、
皆
師
事
先
生
、
聞
講
者
常
盈
堂
、
用
心
於
方
技
深
臭
、
故
其
術
漸
行
子
世
、
錐
僻
在
西
南
、
隣
国
諸
侯
、
遣
使
招
稗
者
不
絶
、
肥
州
平
戸
牧
君
松
浦
氏
鎮
信
、
信
其
術
、
招
先
生
、
欲
輿
釆
地
三
百
石
、
箭
以
多
病
而
不
就
、
筑
前
園
君
黒
田
忠
之
、
招
治
其
病
有
効
、
囲
君
大
悦
、
欲
以
七
百
石
地
為
先
生
之
釆
邑
、
且
奏
朝
廷
昇
進
干
爵
位
、
先
生
以
親
老
不
鷹
、
四
十
六
歳
、
失
其
情
情
、
哀
悼
切
、
至
高
治
元
年
先
生
五
十
歳
、
携
妻
子
入
京
師
、
而
家
居
鳶
、
直
詣
伊
勢
大
神
宮
、
於
廟
前
束
髪
、
依
有
夙
志
也
、
以
俗
服
不
衷
、
依
苦
式
、
自
製
親
羽
徳
衣
、
以
為
稽
服
、
其
制
典
雅
、
而
可
謂
構
其
身
也
、
在
京
師
日
久
而
後
、
其
術
益
盛
行
、
八
傑
金
剛
毒
院
宮
病
篤
、
衆
響
術
窮
、
依
後
水
尾
大
上
皇
之
詔
、
献
薬
有
験
、
太
上
皇
大
感
、
寵
錫
以
御
憲
二
握
、
如
意
l
乗
、
産
杖
l
塁
、
大
成
以
為
柴
、
皇
子
後
宮
及
公
卿
大
夫
有
病
、
奉
勅
而
為
治
甚
多
夫
、
四
方
諸
侯
招
稗
求
治
者
、
亦
不
抄
臭
、
名
聾
籍
甚
、
震
耀
干
都
邸
、
学
賢
者
以
景
慕
鳶
、
稀
嘗
世
之
良
馨
、
必
以
先
生
為
巨
撃
、
六
十
歳
、
治
賀
州
宰
臣
前
田
氏
之
病
、
翌
歳
、
奥
村
氏
亦
嬰
病
、
又
請
而
治
之
、
皆
有
効
、
賀
州
牧
君
悦
之
、
将
月
給
以
百
人
之
食
俸
、
且
特
賜
以
兼
金
千
両
、
而
為
建
撃
之
資
、
先
生
以
年
老
箭
而
不
受
、
延
賓
五
年
十
l
月
朔
、
以
病
卒
干
家
、
享
年
六
十
有
九
、
間
者
無
不
歎
情
、
越
十
有
一
日
葬
子
洛
東
鈴
馨
山
、
元
禄
六
年
、
有
故
改
葬
干
真
南
、
先
生
票
気
純
厚
、
其
接
人
也
、
忠
信
而
不
欺
、
温
恭
而
不
侮
、
慈
祥
而
愛
人
、
言
行
進
止
、
必
以
嘩
課
、
其
持
己
也
、
謙
約
有
節
、
廉
公
有
威
、
故
衆
威
愛
重
之
、
某
日
奉
也
、
倹
素
常
甘
潅
泊
、
不
好
華
飾
、
其
清
修
苦
節
、
妨
柿
平
古
人
、
在
京
師
日
、
聞
其
為
大
老
、
慕
輿
之
交
、
其
事
親
至
孝
、
定
省
不
怠
乎
農
夕
、
郷
里
稲
其
孝
、
素
崇
儒
術
、
篤
信
聖
人
、
其
治
緯
籍
看
醤
書
、
皆
為
工
夫
精
密
、
最
深
究
於
易
及
運
気
、
不
好
淀
親
雑
書
、
平
生
所
著
之
書
、
凡
十
有
七
部
、
其
徐
所
作
詩
文
亦
移
臭
、
先
生
晩
年
更
名
元
升
、
字
以
順
、
日
柄
親
水
子
、
其
堂
号
室
蘭
堂
、
故
門
人
尊
之
、
構
霧
蘭
先
生
、
行
年
三
十
七
歳
、
要
久
米
氏
、
生
五
男
四
女
、
長
子
元
端
、
継
其
業
、
其
術
精
良
不
預
家
名
、
鳴
呼
叙
先
生
之
行
宴
止
乎
此
、
是
其
大
略
也
、
其
詳
載
在
行
状
、
庶
幾
子
子
孫
孫
継
先
生
之
志
、
常
保
守
不
失
、
則
以
博
慶
於
無
窮
、
銘
目
名
歴
久
顕
徳
歴
久
馨
形
蹄
竜
夢
高
世
永
寧
元
禄
七
年
歳
次
甲
成
季
夏
日
筑
州
後
学
貝
原
篤
信
撰
孝
子
元
端
建
京
都
向
井
家
墓
碑
考
-
文
人
向
井
元
升
の
家
系
-
注
(
1
)
小
林
月
史
『
玄
翁
禅
師
伝
現
出
と
真
如
堂
信
仰
』
(
真
如
堂
研
究
会
、
昭
和
五
十
三
年
刊
)
に
よ
れ
ば
、
大
永
元
年
(
一
五
二
1
)
に
応
仁
乱
等
で
荒
廃
し
た
寺
合
は
足
利
義
政
の
祈
願
が
あ
っ
て
、
洛
中
1
条
に
再
建
さ
れ
た
。
そ
の
三
年
後
の
大
永
四
年
に
、
現
在
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
『
真
如
堂
縁
起
絵
巻
』
が
作
ら
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
本
堂
も
戦
乱
で
焼
失
し
た
。
(
2
)
小
林
月
史
『
真
如
堂
開
山
忌
物
語
』
(
真
如
堂
本
山
真
正
極
楽
寺
開
創
一
千
年
奉
讃
会
事
務
局
、
昭
和
四
十
九
年
刊
)
0
(
3
)
「
延
宝
五
丁
巳
天
極
月
吉
日
/
御
絵
図
所
林
氏
吉
永
」
の
刊
記
を
も
つ
『
内
裏
之
図
』
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
今
出
川
口
の
通
り
を
は
さ
ん
で
立
本
寺
と
向
い
あ
う
場
所
に
あ
っ
た
。
瀬
図
は
一
部
分
を
掲
出
し
た
.
若
木
太
一
(
4
)
「
去
来
1
家
の
事
」
(
『
南
蛮
更
紗
』
大
正
二
年
九
月
刊
所
収
)
o
(
5
)
「
去
来
墓
の
所
在
地
に
就
て
」
(
『
史
林
』
十
六
巻
二
号
、
昭
和
七
年
)
及
び
『
京
都
名
家
墳
墓
録
』
大
正
十
1
年
初
刊
、
昭
和
五
十
1
年
覆
刻
刊
)
等
に
詳
し
い
O
(
6
)
「
向
井
元
升
と
そ
の
家
族
た
ち
」
(
昭
和
五
十
三
年
刊
)
に
は
次
の
よ
う
に
寺
田
貞
次
氏
の
二
次
に
わ
た
る
調
査
及
び
、
昭
和
五
十
二
年
十
月
の
調
査
時
の
墓
碑
図
を
掲
げ
て
い
る
。
次
に
は
難
波
氏
の
論
文
の
図
を
転
載
す
る
。
図1.大正13年頃まで鼻如堂向井家墓域図(移挿前)
〔寺田氏論文から〕
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図2.大正15年12月現在鼻如堂向井家墓域図(現在)
〔寺田氏論文から〕
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Ⅲ
五
輪
塔
仏
向
井
元
升
之
墓
畑
向
井
元
升
妻
之
基
軸
向
井
元
端
之
墓
㈲
向
井
元
端
妻
之
墓
㈲
文
室
向
井
氏
之
量
刑
久
米
英
彦
之
墓
㈱
久
米
英
俊
之
墓
㈱
向
井
伯
彦
之
墓
㈹
向
井
元
雄
之
墓
価
純
良
貞
俊
之
墓
㈹
向
井
元
進
之
墓
的
晋
軒
向
井
元
隆
之
墓
㈹
向
井
定
之
丞
之
墓
図3.昭和52年10月現在(難波作図)
向
井
以
順
甫
之
基
益
寺
院
法
印
向
井
元
端
蓋
向
井
定
之
丞
之
蓋
震
軒
之
妻
片
桐
氏
墓
去
来
供
養
塔
文
室
向
井
氏
墓
益
書
院
法
印
元
桂
墓
久
米
英
彦
之
墓
保
蕎
院
法
眼
元
棟
之
基
久
米
英
俊
之
墓
向
井
伯
彦
之
墓
昭和52年10月現在
向
井
元
雄
之
墓
純
良
貞
俊
之
墓
向
井
元
進
之
墓
晋
軒
向
井
元
隆
之
墓
北弓-
向
井
以
順
甫
妻
久
米
氏
之
墓
(
7
)
な
お
、
元
禄
三
年
買
＼
日
並
』
に
は
、
十
月
十
四
日
の
条
に
「
向
井
元
端
子
息
死
去
、
今
晩
東
山
二
而
葬
礼
有
之
、
引
導
師
無
量
院
」
と
あ
り
、
も
う
1
人
の
早
世
の
子
が
あ
っ
た
。
(
8
)
「
向
井
去
来
』
(
去
来
顕
彰
会
、
昭
和
二
十
九
年
刊
)
所
収
「
去
来
と
そ
の
一
族
」
四
五
九
貢
。
以
下
「
向
井
氏
系
譜
」
「
向
井
元
仲
書
上
書
」
等
は
同
書
及
び
聖
堂
文
庫
文
書
に
拠
る
。
(
9
)
「
去
来
先
生
全
集
』
(
落
柿
舎
保
存
会
、
昭
和
五
十
七
年
刊
)
所
収
。
以
下
こ
と
わ
り
な
い
も
の
は
本
書
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
(
S
)
r
俳
譜
の
奉
行
向
井
去
来
』
(
大
内
初
夫
・
若
木
太
l
共
著
、
新
興
社
、
昭
和
六
十
一
年
刊
)
の
第
八
章
「
長
崎
へ
の
旅
」
参
照
。
(
3
)
注
6
参
照
。
(
3
)
長
崎
市
立
博
物
館
(
「
聖
堂
文
庫
」
)
所
蔵
。
本
簡
の
日
付
は
「
元
禄
七
年
歳
次
甲
成
春
分
日
」
と
あ
る
。
墓
碑
建
立
は
同
年
六
月
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
〔
付
記
〕
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
真
如
堂
覚
園
院
住
持
奥
村
真
隆
氏
、
真
如
堂
研
究
会
の
小
林
月
史
氏
、
多
数
の
関
係
資
料
の
借
覧
を
許
さ
れ
た
越
智
美
登
子
氏
に
あ
っ
-
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
長
崎
の
去
来
資
料
に
つ
い
て
御
教
示
下
さ
っ
た
中
西
啓
氏
、
長
崎
聖
堂
資
料
に
つ
い
て
長
崎
市
立
博
物
館
及
び
原
田
博
二
氏
、
田
上
徳
三
寺
庵
主
杉
山
二
郎
、
三
郎
氏
、
さ
ら
に
は
京
都
真
如
堂
覚
園
院
等
の
調
査
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
長
崎
放
送
の
大
和
憲
1
氏
ら
に
感
謝
い
た
し
ま
す
.
な
お
、
本
稿
は
「
長
崎
聖
堂
と
向
井
家
-
中
国
文
化
の
フ
ィ
ク
サ
-
」
と
題
す
る
三
島
海
雲
記
念
財
団
研
究
奨
励
金
(
平
成
四
年
度
)
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
(
一
九
九
二
年
十
月
三
十
日
受
理
)
京
都
向
井
家
墓
碑
考
-
文
人
向
井
元
升
の
家
系
-
